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【背　景】インプラン ト治療の長期的機能維持に

は上部構造の適合が重要な要素である。そのため

印象採得では,ア バ ッ トメン トアナログ連結時の

変形防止などを目的に高硬度の印象材が推奨 され

てきた。 しかし,こ の考え方の根拠が不明確であ

るため,当 講座では印象材の硬度がアバ ットメン

トアナログの変位に及ぼす影響を検討 して きた。

これまで,垂 直埋入 されたインプラン トを想定 し

た実験的研究により,印 象材の硬度に関わ らず,

また印象用コーピングの連結の有無に関わ らず作

業用模型におけるアナログの位置が正確 に再現さ

れたことを報告 した。またインプラン トが傾斜埋

入 された場合については,印 象用 コーピングの連

結下におけるアナログ変位 を調べ報告 した。

【目　 的】傾斜埋入 されたインプラン トを想定 し

た金型模型 を用い,印 象用コーピング非連結下に

おいて印象材の硬度が作業用模型製作過程におけ

るアナログの変位に及ぼす影響を検討する。

【材料と方法】頬舌的に30℃傾斜 させたアバ ッ ト

メン トアナログ2本(s1,　 s2)と,そ れ らの外側

に基準 アナログを1本 ずつ(R1,　 R2)植 立 したス

テンレス製の精密金型を製作 し基準模型 とした。

低硬度(以 下IJと 略す)と 高硬度(以 下EIと

略す)の 付加型シリコーンゴム印象材 を用い,印

象用コーピングにはパターンレジン製 ブロックを

付与 し,連 結せずに印象採得 した。模型材には超

硬質石膏を用いた。計測には三次元座標測定器 を

用いた。

【結　果】R1,R2に 対す るs1,　 S2の 三次元的変

位量(平 均±SD)は,　 IJ群 で85.3±42.5μm,

EI群 で33.0±14.0μmで あ り,有 意な差 が認め

られた。XY平 面 に対する傾斜はY軸 方向で大 き

かった。S1-s2間 の相対的変位量は,　IJ群 で97.4

±39.8μm,EIで77.5±16.6μmで あ り,有 意

な差は認められなかった。

【考　察】歯列模型に対するレプ リカの変位量は

高硬度印象材に比較 し低硬度印象材で大 きかった。
一方

,印 象材の硬度はレプリカの相対的変位に影

響 しなかった。 しかし,相 対的変位量は他条件に

おけるこれ までの計測結果に比較 して大 きな値で

あったため,傾 斜埋入されたインプラン トの印象

採得 に際 しては,印 象用コーピング間をパターン

レジンで連結することが推奨 さえることが示唆 さ

れた。


